
 

あおもりマイスター制度実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、本県のものづくりの基盤技術を支える技能・技術者の中から特に

優れた者をあおもりマイスターとして認定することにより、その社会的評価を高める

とともに、あおもりマイスターの活動によって、優れた技能・技術の継承・発展と人

材の確保・育成を図り、もってものづくりの基盤技術の振興に資することを目的とす

る。 

 

（対象とする技術） 

第２条 あおもりマイスターの認定の対象とする技術は、「ものづくり基盤技術振興基

本法」（平成１１年３月１９日法律第２号）第２条に規定する「ものづくり基盤技術」

とする。 

 

（認定の基準） 

第３条 あおもりマイスターの認定は、青森県内に５年以上在住し、又は在勤する現役

の技能・技術者のうち、次の各号のすべての要件に該当する者に対して行う。 

  (1) 対象業種に２０年以上の従事経験を有する、卓越した技能・技術者であること。 

 (2) 前条に掲げる技術に関する技能検定一級以上の資格取得者又はこれらと同等の

技能を有する者、公的資格がある職種は、資格取得者であること。 

  (3) 技術革新に対応し、新たな技術の習得や生産現場の生産性の向上に積極的に取り

組んでいること。 

 (4) 後進の指導・育成の能力及び熱意を有し、あおもりマイスターとして実際に活動

可能であること。 

 (5) 他の技能・技術者の模範となり、周囲から尊敬される人格を有していること。 

 (6) その保有する技能・技術を公開することができること。 

 (7) その所属する企業が、マイスターとしての職能を評価し、その活動に理解がある

こと。 

 

（応募の方法） 

第４条 あおもりマイスターの候補者を推薦し、又は自ら応募しようとする者は、所定

の事項を記載した認定申込書（様式第１号）及び必要な添付資料を別に定める期間内

に知事に提出するものとする。 

 

（認定の手続き） 

第５条 知事は、応募があった者の中から、特に優れた者をあおもりマイスターとして

認定するものとする。 

２ 知事は、認定にあたっては、あおもりマイスター認定審査会（以下、「審査会」とい

う。）の意見を聞くものとする。 

 

 



（審査会） 

第６条 知事は、認定に関する事項について審査させるため、審査会を置くものとする。

２  審査会の構成及び運営については、別に定める。 

 

（処遇及び活用） 

第７条 知事は、あおもりマイスターに対して、認定証及び副賞を授与するものとする。 

２ 知事は、ものづくり基盤技術の継承・発展と優れた人材の確保・育成を図るため、

あおもりマイスターを活用するものとする。 

 

（報告） 

第８条 あおもりマイスターは、その活動の状況を記したあおもりマイスター活動状況

報告書（様式第２号）を、毎年通知する期日までに知事に提出しなければならない。 

 

（運用） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、制度の運用にあたって必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１２年６月１２日から施行する。 

 

 附 則 

この要綱は、平成１６年６月３日から施行する。 

 

 附 則 

この要綱は、平成２８年５月１７日から施行する。 

 

 附 則 

この要綱は、平成３０年１月１６日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和４年３月１０日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和５年３月１５日から施行する。 

 

 

 


